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鳥の言葉がわかる詩人パスコリ 
——イタリア近代詩における音象徴—— 

内田 健一（外国語学部准教授） 
 

イタリアの詩人ジョヴァンニ・パスコリ（1855-1912）は、当時人気を二分していた詩人ダンヌ
ンツィオが彼に捧げた詩『暇乞い』（1903）の中で、「鳥の言葉がわかる者」と呼ばれる。発表者
はこの二大詩人について、これまで「子供」や「オデュッセウス」といったテーマで論じてきたが、今回
は「鳥」を通して比較する。パスコリの詩において、鳥の鳴き声の描写に用いられるオノマトペと、意
味のある語句とは、その音の類似性によって浸透し合う。ダンヌンツィオの詩においても同様の傾向
が見られる。そこで研究会では、音象徴によって表現される詩的な世界認識と、その意義を検討
する。 

 

「魏志倭人伝」と倭人語 
森 博達（ことばの科学研究センター員・京都産業大学名誉教授） 

 
「魏志倭人伝」は弥生時代の倭人社会を知るための卓絶した史料である。対象となる時代背

景や史料の性格を知るとともに、これを中国語学の立場から読解する。 
発表ではまず、従来の誤読を正すとともに、撰述の方法や意図を明らかにする。 
つぎに｢邪馬臺｣｢卑狗｣｢卑弥呼｣など 55 の音訳語を分析して、音韻・アクセントの実態に迫

りたい。これらの音訳語は創始された時期に新旧があり、資料の複層性も明らかになる。上代日
本語との繋がりや変遷にも目を向けたい。 
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